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温暖化防止への取り組み

日本航空 地球環境部

資料５

2

ＪＡＬグループのＣＯ２排出

全 体 １，７１２万トン

航空機排出分 １，６９６万トン
（シェア９９．１％）

うち国内線排出 ５２１万トン
（シェア３０．７％）

（２００５年度）

＊ＪＡＬグループ９航空会社および関連３社（JALUX、JALロジスティックス、
エージーピー）国内事業所が対象
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航空機からのＣＯ２排出量の推移

CSR報告書2006

ATK：Ａvailable Ｔon Ｋilometer 有効トンキロ
供給輸送量指標の一つで各飛行区間の有効重量にその区間距離（大圏距離）を乗じたものの合計。
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機種別飛行時間当たりＣＯ２排出量

CSR報告書2006
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ＣＯ２低排出５機種の輸送割合
（2005年度実績 ＡＴＫ）
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CSR報告書2006
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航空燃料消費削減施策

CSR報告書2006
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新型機の導入と経年機の退役促進

（2006年3月31日現在）

（2005年度ＪＡＬグループ更新実績）
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シミュレーター利用の推進・継続
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ＧＰＵの使用促進
APU : 補助動力装置（Auxiliary Power Unit）

GPU：地上動力装置 (Ground Power Unit)

移動式ＧＰＵ

固定式ＧＰＵ

APU

10

軽量化

新型コンテナ

客室用品等（トレー） 搭載用の水

新素材（ＴＷＩＮ ＴＥＸ）の採用により1台当たり２８ｋｇ軽量化

素材･容器・仕様の見直し。７７７欧州線では
1便当たり約５００ｋｇ軽量化

残量のモニター結果をもとに、搭載量適正化

ヒートパット付 スチームオープンタイプ

＊ｔｗｉｎ ｔｅｘ
炭素繊維とグラスファイバー繊維の織物



6

11

大気観測プロジェクト

従来観測プロジェクトの概要

●気象庁、日航財団、日本航空の共同作業

●温室効果ガス（CO2､CH4､CO）濃度の測定

●オーストラリア～日本間

●高度 9～13 km（12地点で採取）

●2回/月

分析結果（一例）

●どの緯度帯においても、二酸化炭素は着実に
増加し続けてる。

●年に一回の季節変動が生じる理由は、夏季に
は地上の植物の光合成によって大気中の二酸
化炭素が吸収され、冬季には植物が枯れて腐
敗し二酸化炭素を放出するため。

●北半球での季節変動が顕著である理由は、南
半球よりも北半球の方が陸地の割合が大きい
ため。

日航財団ホームページ：
http://www.jal-foundation.or.jp

（１９９３年～２００５年）

12

新大気観測プロジェクト

● メンバー： 気象研究所、東北大学、JAXA(宇宙航空研究開発機構)、国立環境研究所

日航財団、ジャムコ、日本航空の共同研究
● 温室効果ガス：CO2(連続データ)、CH4、CO、N2O、H2、SF6 など
● 路 線： 日本航空の運航路線（豪州路線、アジア路線、北米路線、

ハワイ路線、ヨーロッパ路線など）
● 高 度： 水平飛行時（1分毎）、上昇・降下時（10秒毎）
● 意 義： ① 従来の空白域（東アジア、東南アジア）をカバー

② 熱帯域での垂直分布を通年で観測
③ 大陸別のCO2吸収・放出量の推定精度向上 など

新開発された
CO2濃度
連続測定装置
（CME）

改良された
自動大気採取装置
（ASE）

（２００５年～）

Continuous Measurement Equipment Automatic   Sampling Equipment
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13ASE：自動大気採取装置 CME：二酸化炭素自動連続測定器

新大気観測の測器搭載機

世界初、 CO2濃度を連続して測定できる装置を開発。
日本航空が運航する５機の航空機に搭載して観測を開始。

JA8917：05年11月～

JA705J：06年06月～

ASEとCMEを搭載
747-400型機

CME 搭載：777-200型機

JA707J：06年１0月～

JA703J：06年11月～

新大気観測プロジェクト

JA8921：06年02月～

14

観測成功飛行経路と取得した鉛直分布の数
（2005年11月～2006年8月 10ヶ月間）

新大気観測プロジェクト
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新大気観測で得られた観測結果

CO2濃度の高度分布の例。380ppmでほぼ同じ値。
地上から上空１万２０００メートルまでのCO2の分布を確認

成田上空 ジャカルタ上空

新大気観測プロジェクト
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北海道大学を中心とする国際的な研究チーム、北方森林火災抑制イニシアチブプロジェクト
チームに協力し、シベリア上空を飛ぶ定期便から森林火災の発見・通報
★シベリア森林火災の現状：

① 森林火災によりCO2排出
② 世界最大のCO2の吸収源と言われる森林の崩壊
③ 永久凍土溶解によりメタンガスが放出

★プロジェクト：
① 人工衛星利用による火災早期発見・延焼防止のための研究
② 今後、ロシアの消防隊に火災情報を提供するシステムを構築

★JALの活動部門と活動内容：
① 747-400運航乗員部、777運航乗員部：

シベリア上空で森林火災を見つけたら、その位置・規模等を報告する
② オペレーション・コントロール・センター

（天王洲JALビル内）：シベリア航路定期便から受信した情報を北海道大学へ転送する

通報件数：
① 2003年6月～7月（101件）
② 2004年5月～7月（ 77件）
③ 2005年6月～8月（ 30件）
④ 2006年6月～8月（138件）

シベリア森林火災通報
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機材更新計画

■経年機材の退役を加速
Ａ３００型機、ＹＳ型機 : 2006年度中退役完了
ＭＤ８７型機 ： 2007年度中退役完了予定

在来７４７型機 : 2009年度中退役完了予定

■燃料消費効率の高い中小型機種の導入
７８７型機 ： 2008年度中に４機導入
７３７－８００型機 : 2006～2008年度中に１９機導入


